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しかしこの地は東西ドイツ合併前は旧東ベルリンであっ

た。ここではブルーノ・タウトが１９２０年代に建設をした

２つの住宅団地を紹介する。

はじめに

　本誌先月号でブルーノ・タウトがベルリン市プレンツ

ラウアーベルク（Ｐｒｅｎｚｌａｕｅｒ Ｂｅｒｇ）地区に設計した３つ

の住宅団地を紹介した。実際にはこの地区にブルーノ・

タウトはカール・レギーンの住宅団地も設計している。

カール・レギーンの住宅団地は２００８年７月にユネスコの

世界文化遺産に指定された。従って本誌では２００８年１２月

号に「ユネスコの世界文化遺産に指定されたブルーノ・タ

ウト設計による住宅団地」というタイトルで報告を行い、

ここで紹介したので、前月号では省略した次第である。

このプレンツラウアーベルク地区の更に東北部にヴァイ

センゼー（Ｗｅｉβｅｎｓｅｅ）地区がある。Ｄｅｒ Ｗｅｉβｅｎｓｅｅ（白い

湖）と呼ぶ美しい湖がこの地区の中心部にある。都会の中

にあって市民の憩いの場所になっている。ベルリンの中

心部（ミッテ：Ｍｉｔｔｅ）から凡そ８d離れた場所にすでに閑

静な住宅地が広がっているのはうらやましい限りである。

図 1　ブッシュアレーの集合住宅配置図1)

図 2　ブッシュアレーの集合住宅、2室のタイプの平面図1)
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１．ブッシュアレーの集合住宅
（Ｗｏｈｎａｎｌａｇｅ Ｂｕｓｃｈａｌｌｅｅ）

　この集合住宅はブッシュアレー（Ｂｕｓｃｈ Ａｌｌｅｅ）、ガ

ルテン通り（Ｇａｒｔｅｎｓｔｒａβｅ）、ズルツフェルダー通り

（Ｓｕｌｚｆｅｌｄｅｒｓｔｒａβｅ）、ハンザ通り（Ｈａｎｓａｓｔｒａβｅ）にあり、

建築主はベルリン市の住宅供給公社ゲハーグ（ＧＥＨＡＧ）、
..所有者はＧＳＷ（Ｇｅｍｅｉｎｎｕｔｚｉｇｅ Ｓｉｅｄｌｕｎｇｓ-ｕｎｄ

Ｗｏｈｎｕｎｇｓｂａｕｇｅｓｅｌｌｓｃｈａｆｔ ｍｂＨ：団地・住宅共同利用

会社）とバウベコン（ＢａｕＢｅＣｏｎ）である。全住戸数は６４５

戸である。１期工事は１９２５年から１９２６年に行われ、２期

工事が１９２７年から１９２８年に、３期工事は１９２８年から

１９３０年に、４期工事が１９３０年に行われている。１９５４年か

ら１９５５年に戦災を受けた部分の修復が行われている。

１９９３年から１９９８年にかけて記念建築物保全の修復が行わ

れた。

　図１に集合住宅の配置図を示すが１）、殆どの集合住宅

はブッシュアレーに沿って細長く建っていることが分か

る。ブッシュアレーは現在路面電車が走っている東西に

伸びる大通りである。図２にこの集合住宅の２室タイプ

の平面図を示す１）。１住戸が５７．６gという小住宅である

が、各戸に浴室が付いている。当時の勤労者住宅に浴室

があるのは極めて珍しいことであった。また当時として

は十分に広い厨房が設けられた。ベルリンという大都会

写真 1　ブッシュアレーの北側道路に沿って建つ集合住宅

写真 2　付設温室をともなったファッサード

写真 3　外壁窓の黄色い窓枠 写真 4　外壁窓の赤い窓枠
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のしかも中央部に近い場所にあって、田園生活を楽しめ

るような工夫もされている。どの住宅もほぼ同じ作りで

身分や貧富の差などを考えない生活が送れる事をタウト

は常に考えていた。

　写真１にブッシュアレーの北側道路に沿って建つ集合

住宅を示す。住宅の前を路面電車が走ることから、騒音

防止を目的として、建物に入って出来ていたバルコニー

に外壁に沿ってガラス窓が入れられた。これによりバル

コニーは現在で言うパッシブハウスの一つの手法である

「付設温室」となったのである。ドイツではこれを「冬の庭

（Ｗｉｎｔｅｒｇａｒｔｅｎ）」と呼んでいる。タウトは道路に沿って

１dもある長い集合住宅を作ったが、ここでは色彩には

配慮しなかった。ブッシュアレーとハンザ通りの角に建

つ集合住宅に海老茶の彩色を施した程度である。写真２

に建物外部へ張り出したバルコニーに路面電車の騒音を

防ぐためにガラスを入れ、その結果「冬の庭」が出来た様

子を示す。写真３にブッシュアレーの住宅の外壁窓の黄

色い窓枠、写真４に同じく赤い窓枠を示す。写真３、写

真４でガラス窓の外につけるシャッターが写っている。

これは完全に閉めれば遮光になり、ゆるめに閉めればこ

ぼれ日を室内に取り込むことも出来るものである。断熱

効果もある。

　写真５はブッシュアレーの集合住宅の道路側から中庭

への通路を示す。写真６はブッシュアレーに沿った南側

集合住宅の北側外壁を示す。北側は白色に塗装されてい

る。この南側はバルコニーがあり、狭いながらも庭に面

している。写真７はブッシュアレー南側住宅の北側外壁

にある玄関と階段室部分を示す。写真８はハンザ通りに

面するえび茶色に着色された集合住宅である。

写真 5　ブッシュアレーの集合住宅の道路側から中庭への通路

写真 6　ブッシュアレーに沿った南側集合住宅の北側外壁

写真 7　ブッシュアレー南側住宅の北側外壁にある玄関と階段室部分

写真 8　ハンザ通りに面するえび茶色に着色された集合住宅
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２．トリエラー通りの集合住宅
（Ｗｏｈｎａｎｌａｇｅ Ｔｒｉｅｒｅｒ Ｓｔｒａβｅ）

　この集合住宅はトリエラー通り（Ｔｒｉｅｒｅｒ Ｓｔｒａβｅ）にあ

り、建築主、所有者ともにゲハーグである。４８戸の集合住

宅である。１９２５年から１９２６年の間に建設され、１９３８年に

ファッサードの更新、１９６３年にファッサードの修理、１９９３

年から１９９４年に記念建築物保全の修復が行われた。図３

にこの集合住宅の配置図を示す１）。南西から北東に伸び

る配置となっている。トリエラー通りに面し、反対側に

も集合住宅があるが、その逆側には空地がある。した

図 3　トリエラー通りの集合住宅、配置図1) 図 4　トリエラー通りの集合住宅、立面図1)

図 5　トリエラー通りの集合住宅、平面図1)

がって、トリエラー通りの反対側ファッサードにはバル

コニーが設けられている。建物の中に取り込んだバルコ

ニーと外部に突出して取り付けたバルコニーがある。図

４にこの住宅の立面図を示す１）。図４の上部はトリエ

ラー通り側（北西側）の立面図、下部は裏側、庭園側（南東

側）の立面図である。図５にこの住宅の平面図を示す１）。

１室半の住宅と２室半の住宅が１組となっている。住棟

の幅は１０．５ｍで、床面積は１室半の住宅は６０g、２室半

の住宅は８４gである。この図面で下部がトリエラー通り

に面する方である。

　本誌はカラーで印刷されないが、トリエラー通り側の

１階は青色に、３階は海老茶色に、２階と４階は黄色の
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強い黄土色に彩色されている。平面的に少し入り込んだ

１室半の住宅がある部分は白色に彩色されている。裏の

庭園側に回ると、２室半の住宅部分は黄色の強い黄土色

にそして建物に入り込んだバルコニー部分は縦と横に白

い塗装を行いアクセントを強めている。その白色の上部

を青い線が塗装されている。１室半部分では海老茶色に

塗装され、建物から外に突出したバルコニー部分は白色

に塗装し、アクセントを付けている。この写真は筆者が

２００９年４月に訪独した際に撮影したものである。何とも

派手な彩色である。ベルリンのような北部にある都市

（北緯５２．３°）は冬になるとどんよりした黒い雲が垂れ込

み、何時になるとそれが晴れるのか全くわからない、か

つ昼間の時間が短くなってしまう。このような陰鬱な季

節にはタウトが彩色した派手な色が人間に良い心理的な

効果をもたらすのである。写真９にトリエラー通りに面

する外壁を示す。写真１０にトリエラー通りと反対側、す

なわち庭側の外壁を示す。写真１１にこの集合住宅で用い

られた青い窓枠と青い外壁を示す。写真１２にこの集合住

宅の赤い窓枠を示す。写真１３に何回かの修理にもかかわ

らず、さすがにやや古くなったこの集合住宅の玄関扉を

示す。

３．１９２０年代のベルリン

　現在でこそ黄金の１９２０年代と呼ばれるが、これは後世

になって付けられた呼び方であって、当時はとてもその

ような時代ではなかった。１９１４年に勃発した第一次世界

大戦にドイツは敗北、１９２１年には払いきれない巨額な賠

償金を突きつけられている。１９１９年に理想的な国家と見

られたヴァイマール共和国が発足するが、その脆弱性を

つかれ、１９２０年にはナチス党が結成された。１９２３年にはフ

ランス軍にルール地方を占拠され、破局的なインフレが

起きている。

　一方１９１９年に工芸と建築の学校バオハウスが創立さ

れ、１９２４年にはトーマス・マンが『魔の山』を著し、１９２７年

にはハイデッカーが『存在と時間』を、カール・ヤスパー

写真 9　トリエラー通りに面する外壁 写真 10　庭側から見た外壁

写真 11　青い窓枠と青い外壁 写真 12　赤い窓枠

写真 13　やや古くなったこの集合住宅の玄関扉
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スが『哲学』を著す。このように、音楽、芸術も花を開き、

一瞬の素晴らしい時代でもあった。しかし賠償金支払い

の為に工業化されたドイツ、特に都会の労働者の生活は

厳しく、その「住宅は監獄のようであった」とも言われて

いる。

　労働者の生活を多数絵に描いたのがハインリッヒ・チ

レ（Ｈｅｉｎｒｉｃｈ Ｚｉｌｌｅ）である。その絵の一つを図６に紹介す

る２）。この絵では弟の面倒を見させられていた娘が、貧

乏長屋の上階から顔を出す母親に「お母さん、フリッツの

おしめがびしょ濡れだよ！」と叫んでいる。母親は「陽の

当たるところに置いときな！」と答えている。しかし、本

誌では縮小され読めないであろうが奥のほうで手を取り

合い環を作って遊んでいる子供たちは皆笑顔である。ハ

インリッヒ・チレの絵において親は生活苦に喘いでいる

ものの、次代を担う子供たちは皆笑っている。

　「賠償金など払わなくて良い」とし、密かに再軍備を始

めたナチス党は国民の支持を得、１９３２年には第１党にの

しあがっている。そして１９３３年ヒトラーが首相に指名さ

れ、その年ブルーノ・タウトはナチス政権を逃れて来日

する。ドイツは第二次世界大戦でも敗戦、大都市は再建

図 6　第一次世界大戦後のベルリンの劣悪な
集合住宅（ハインリッヒ・チレ）2)

不能のように木っ端微塵の被害を受ける。これは第一次

世界大戦で敗戦し、また第二次世界大戦で敗戦し、それ

でも現在気が付けば世界中の高速道路をドイツ車が鼻

高々と走り回っているというようなゲルマン魂をチレは

一枚の絵に凝縮させてのでないかと筆者は考える。

　ゲルマンの神話に「神々の黄昏」というのがあり、ゲル

マンの神様には黄昏があるのである。しかし黄昏からま

た新しい息吹が出、再度栄えると言うストーリである。

ブルーノ・タウトも第一次大戦の敗戦、その後のつかの

間の繁栄、そして極めて短期間にベルリンに１２，０００戸の

集合住宅を建設し、台頭するナチス政権を逃れてあこが

れの日本へ来た。しかし憧れの地はタウトを迎え入れる

には条件が悪かった。このような波乱に満ちた生涯を

送った人であった。しかし多くのタウトの作品をベルリ

ンで見ると毎日毎日実に充実した真剣な日々を送ってい

たことが十分に伺われる。


